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On-line International Office  

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

過去に留学に行っていた方の話やプラハ在住邦人の方のブログ、チェコ共和国大使館ウェブサ
イトなど。 

■

■

■

■

近くにスーパーやバス停留所があり、便利。トラムやバスの停留所も近くにある。

寮にいるときは自炊をしている。授業がある日の昼は学食を利用したり、夜に友達と夕飯を食
べに行くこともある。

事前に大学から空港から寮までの地図と行き方の載ったデータをもらっていたので大丈夫だった。
寮まで連れて行ってくれる知人が急にこれなくなってしまい、急遽一人で行くことになったが特に
苦労はしなかった。

■

■

■

■

履修できる人数がクラスごとに決まっており、人気の授業や人数の少ない授業は履修登録開始
日に人数が埋まってしまう。履修登録はSIS(Student  Information System、神戸大学でいううり
ぼーネット)で行う。

プラハ・カレル大学
factory of Social Science/Media and communication

交換留学生
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国際文化学部
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Kolej Hvězda

台湾

30-40 バス・トラム・地下鉄など
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Czech for 
Beginners I

Edita 
Frantesová

4時間 6 12人 ほぼ毎週宿題が出る。復習・予習をしたほうが授業について
いきやすい。中間テスト(筆記)と期末テスト(筆記とオーラル)
がある。

Hollywood Europe :  
A Traditional Film 

Culture

Richard Nowell 1.5時
間

5 20人 講義形式。文献を与えられるので授業前
に読んでおく。

Media and Society: 
An Introduction

Jan Jirák 1.5時
間

6 50人 毎週宿題が出る。５人ほどのグループで行
うプレゼンとレポートがある。

Cultural Legacies and 
Developments in 
Balkans

Maria Asavei 1.5時
間

6 10人 ゼミ形式。１人一回プレゼンをおこなう。
最終レポートを提出する。

クラスのサイズは授業によって異なり、講義の授業だと２０~50人ほど、ゼミ形式の授業だと
１0人前後になる。英語で行われる授業は院生向けの授業が多い。講義の授業でもゼミの授業
でも生徒と先生の対話が多い。現地生徒の取り組みは人それぞれ。積極的に発言をする人もい
れば、授業中にネットをしたり他の課題をしている人もいる。

Czech for 
Beginners 
I 
 
友達と昼
食後、ど
こかに出
かける
か、寮で
課題をす
る。
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または旅
行。
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〇チェコについて 
　チェコは物価が比較的安く、生活水準も日本とそれほど変わらないと思います。しかし服や文
具品などは日本ほど質はよくないように思いますので余裕があるなら日本から少し余分に持って
きておいたほうがいいかもしれません。食品類の物価はとても安く、自炊をすれば節約にもなり
ます。外食も高級なところでなければ日本と同じか少し安いと思います。 
 
〇寮について 
　カレル大学は所属学部によって異なる寮が割り当てられています。Socail Science学部である私
の住むHvězda寮は家賃は非常に安いのですが、シャワー・トイレが男女共用だったり、留学生の
人がよくパーティを開いて夜中も騒がしいときがあり、寮の環境はとても快適、というわけでは
ありません。しかし、学校の友達も多く住んでおりよく一緒に晩御飯を作ったりしています。寮
からはスーパーも近く、買い物には便利です。友達の中には自分でフラットを探して住んでる人
もいます。 
 
〇授業について 
　私は今期4つの授業を履修しています。非常にさまざまな授業があるため、どの授業を取るか
迷いましたが、こちらにきてから授業中や友達との会話を通して自分の英語力のなさを痛感する
ことが多いです。ヨーロッパの学生は授業中積極的に発言する人が多く、その点は見習っていか
なければと思います。チェコ語の授業に関しては先生が授業中ほとんどチェコ語しか話さず、ク
ラスの人たちもほとんどチェコ語初心者のため、みんな同じような理解度で進んでいきました。
全体的な授業の難易度としては、日本の大学とそれほど変わらないと思います。 
 
〇余暇について 
　私は金曜に授業を取っていないため、よく週末の三連休を利用して旅行に行きます。学生団体
が企画してくれるツアーに参加したり、友達と計画して旅行しています。チェコはヨーロッパの
真ん中に位置しており、ドイツやポーランド、オーストリアなどが近いため旅行がしやすいと思
います。また、私は美術に興味があるため、美術館や博物館に出かけるときもあります。美術館
もたくさんあり、常設展のほかに展覧会もやっているため美術鑑賞に飽きることはないと思いま
す。またオペラやコンサートなどのチケットが学生は比較的安く手に入るため、日曜の夜などに
オペラに出かけることもあります。 
 
〇来期について 
　来学期は自分の授業や友達との会話のなかで英語力を高めつつ、自分の卒論のテーマを探して
いきたいと思っています。またチェコ語が日常生活で支障なく使えるくらいに勉強していきたい
と思います。英語はもちろんのことですが、チェコ語も留学前からもっと勉強しておけばよかっ
たと後悔しています。 
　


